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北京オリンピックが終わった 2008 年の９月から４年間のカルチュラル・オリンピアード

がスタート。オリンピック本番ではロンドン 2012 フェスティバルという 12 週間の大規

模な国際芸術祭を開催した。演劇や音楽、ダンス、美術、文学、映画、ファッションな

どあらゆる分野にわたる文化イベント総数は約 18万件、参加者数は 4,340 万人、総事業

費は 220 億円。 

ロンドンだけではなくイギリス全土 1,000 カ所以上実施され、アスリートと同じ204の

国と地域から４万人以上のアーチストが参加し、5,000以上の新しい作品が生まれた。テ

ーマ「英国の誰もがロンドン五輪に参加するチャンスを提供し、創造性を喚起させるこ

と」、ビジョン「一生に一度切り」が掲げられ、アーチストたちの斬新なアイデアが数多

く実現した。 

　元カルチュラル・オリンピアード・クリエ

イティブプログラマー、サウスイースト地区

担当、シェークスピア劇場グローブ座に所属、

３年間国会職員としての経験、現在は屋外イ

ベント中心の活動をしている。





1948
1960 70

3
7  

7 800

－30－

ロンドンオリンピック・パラリンピッ

ク（以下オリンピック）の開催のため、

オリンピック開発局（ＯＤＡ）、オリン

ピック競技大会組織委員会（ＯＣＯＧ）

の二つの組織がつくられた。クーベルタ

ン男爵の理念（①スポーツ、②芸術、③

教育）に立ち返ったオリンピックの開催

をめざし、ネーション（イングランド、

スコットランド、ウエールズ、北アイル

ランド）、リージョン（地方行政区）で、

競技、文化プロジェクトが位置付けらえ

た。 1948年のロンドンオリンピックでは、裁縫、編み物の競技もあり、金メダルも送られ

るなど文化も大きな位置を占めていた。 1960 年代～ 70 年代にかけてスポーツ中心の開催

になった。ロンドンは文化都市、組織委員会では、「文化の再生」をテーマに設定、特に若

い人たちにカルチャーを対象にした取り組みへの参加を表明した。 

オリンピックに関して、①世界を招く、②文化、多様性を重視する、③若者にインスピ

レーションを与える。この 3 つを中核的な価値としてレガシー、持続的可能性を位置付け

た。今までに一度もなかったことをしようと 7 つのテーマを設定した。

①聴衆が参加できるようにしよう

②公園など公共の場を活気付けよう 

③スポーツと文化を一緒にしよう

④オリオリ・パラを融合し、勇気、忍耐、価値観を大切にしよう 

⑤文化文化の専門家とコミュニティを共同させよう 

⑥若者にインスピレーションを与えよう

⑦就職就農、就学、学ぶ機会を作ろう

国で10の巨大プロジェクトを展開してロンドンのフェスティバルで終結した。開・閉会

会、聖火リレーなどのセレモニーもあるが、全国では、オリンピックのシンボルマークをす

べての自治体に掲げ、小さい島全体をシンボルマークで取り囲むなど盛り上げた。2008年９

月、第一回カルチュラル・オリンピアードを開催。1年間に1000回のイベントを行い100万人

の参加があった。その後、カウントダウンイベントに名を変え取り組んだ。すべての地域に

50万ポンドの予算をつけ、芸術家に依頼して全国で10の巨大なイベントを実施した。

サウスイースト地区は、７つの自治体、800万人が住んでいる。すべての地域でカルチャ
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ーを大きくやろうと担当を決めた。

地域住民に呼びかけ、思い出のある

いろんな木を集めボートを作ること

を提案し、一人の芸術家に予算を渡

して依頼した。木を大切にすること

をテーマにして、障害者をはじめ誰

でも参加できることをコンセプトに

したことで 12,000 人が参加する取

り組みとなった。３年間かけた努力

で、障害者への見る目が変わったこ

とやアートがわかるスポーツマンが

現れるようになるなど、最も大切な

レガシーとなった。 

イギリスの大学は、もともと独自性が強く大学間の交流、協力がなかったが、これまで

にない稀有な取り組みとして 12 の大学に文化プロジェクトへの協力を求めた。スポーツの

歴史、レガッタ、クリケット、ゴルフなどの歴史も大きく宣伝した。オリンピックを使っ

てローカルなサウスイースト地区のアイデアを実現したいとの思いの取り組みだった。 

○ 2008 年から取り組まれたイベ

ントについて、ロンドン以外では

どうだったのか。 

→ 地域によって差があった、サ

ウスイースト地区は、ロンドン

に近かったが、北部スコットラ

ンドではそれほど盛り上がらな

かった。ただ、北部の失業率の

高いところでは若者に技能を習

得させることに焦点を合わせ文

化プロジェクトに取り組んだ。 

○ スポーツと文化の協力はどうだったのか。 

→ スポーツと文化の協力は大変だった。パラリンピックの選手や障害者アーチストが

学校に行き、生い立ちや経験を語ったことは貴重だった。子どもたちがそれをテーマ

にしたダンスを創作したり、ボートの選手たちが地域の祭りに参加したことなどは盛

り上がりを作った。 
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○ これまでのロンドンオリンピックを経験していない若者世代の取り組みはどうか。 

→ オリンピックのロゴ、マスコット、文化プログラムの作成に 40 の青年団体と相談し

ながら一緒に取り組んだ。文化で若者の参加を募ることに注力した。 

2027 年までの計画で、さらに住民が永住したくなるような魅力的な地区になるように、

世界水準の文化施設、劇場、世界最大の博物館の誘致を進める。
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